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学
校
教
育
課
長　

全
て
の
小
・
中

学
校
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

冷
風
送
風
機
の
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長　

冷
風
を
最
大
で

12
㍍
先
に
届
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
体
育
館
全
体
の
温
度
を
下
げ
る

こ
と
は
難
し
い
。
活
動
の
合
間
や
休
憩

時
間
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童

・
生
徒
の
急
激
な
体
温
上
昇
を
抑
え
る

効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
で
ス
ク
ラ
ム
・
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
（
国
民
健
康
保
険
分
）
に
要
す

る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
整
備
等
事
業

費
に
要
す
る
経
費
等
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

ＡＱＡ国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

30
年
11
月
６
日
、
議
員

全
員
の
視
察
研
修
と
し 

て
、
戸
田
市
及
び
千
葉
県

流
山
市
を
訪
問
し
、
戸
田

市
の
「
戸
田
市
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
戦
略
」と
、流
山
市

の
子
育
て
世
代
の
定
住
・

人
口
増
に
係
る
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

戸
田
市
は
、
戸
田
市
政

策
研
究
所
を
設
立
し
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
的
確

な
情
報
発
信
と
事
業
展
開

を
行
う
こ
と
で
、
着
実
な

人
口
増
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

流
山
市
で
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課
を
中
心
と
し

て
、
子
育
て
世
代
の
定
住

へ
の
流
れ
の
全
て
の
段
階

に
対
応
し
た
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
、
政
策
提
言

等
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

～　子育て世代を呼び込む
シティセールスを研修　～

　

議
会
報
告
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
把
握
し
た

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
長
に
対
す
る

政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

※　

次
の
提
言
文
書
中
、
市
民
意
見
に
基
づ
く
現
状
と
課
題

の
文
章
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
制
約
か
ら
省
略
し
ま
し
た
。

全
文
は
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

流山市での研修

　

今
や
日
本
で
最
大
規
模
の
地

方
自
治
の
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
と

も
言
わ
れ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
。

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
も
あ
る

「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
議

会
図
書
室
に
も
導
入
し
、
議
会

図
書
室
を
市
民
と
の
交
流
の
拠

点
に
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
議

会
図
書
室
の
改
革
に
取
り
組
ん

だ
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
っ
と
身
近
な
議
会
、
も
っ

と
確
か
な
議
会
を
目
指
す
本
市

議
会
の
議
会
図
書
室
に
皆
様
是

非
お
越
し
下
さ
い
。

　

図
書
委
員
会
委
員
長

　

山
中　

基
充

第
13
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
賞
を
図
書
委
員
会
が
受
賞
!!

授賞式当日の様子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
け
る

所
管
事
務
調
査

　

執
行
部
説
明
員
の
出
席
を
求
め
、

鶴
ヶ
島
市
い
じ
め
問
題
調
査
審
議

会
か
ら
の
教
育
委
員
会
教
育
長
へ

の
答
申
の
提
言
に
基
づ
く
教
育
委

員
会
の
取
組
の
進
捗
状
況
等
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
防
止
へ
の
組
織
的
な
体

制
づ
く
り
、
い
じ
め
の
状
況
の
変

化
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
会
期

中
に
も
行
う
予
定
で
す
。

鶴　議　第　１９１　号
平成３０年１２月１８日

　鶴ヶ島市長　齊　藤　芳　久　様
鶴ヶ島市議会議長　金　泉　婦　貴　子

市民の意見を踏まえた政策提言について
　市民の負託にこたえ得る議会であるためには、多くの市民と意見の交換をし、議員同士の議論を活発に行
い、論点や課題を明らかにして、多様な市民の意見を集約していく必要があります。
　このため、最近の議会報告会では、市民との懇談を重視し、市民の声・要望を聴くとともに、市民との意
見の交換を深めてきました。
　今回、こうした市民との意見の交換から明らかになった課題を議会内で協議し、特に重要と思われる事項
について、第６次鶴ヶ島市総合計画や各種施策への反映を図るため、鶴ヶ島市議会基本条例第２条第２号の
規定に基づき、下記のとおり提言を行いますので、その対応を求めます。

記
１　子育て支援施策のＰＲとシティプロモーションについて
＜提言＞　市内及び市外の子育て世代層へ向けて、インターネットやＳＮＳを活用した子育て支援施策の周
知を図るべきである。また、この施策を中心に、戦略的なシティプロモーションに取り組み、転入者の増
加と転出者の抑制を図るべきである。
２　子どもの安心・安全の確保について
＜提言＞　子どもたちの安全を確保し、子育て世代が安心して暮らせるよう、地域と連携した子どもの見守
り活動、不審者情報の提供、防犯機器の活用、通学路の安全確保等について、更に重点的に取り組むべき
である。
３　学校の統廃合について
＜提言＞　早急に学校施設再編計画を策定し、市民への周知や合意形成を図り、学区拡大への配慮を行った
上、計画を実行に移すべきである。
４　いじめ・不登校対策について
＜提言＞　いじめを絶対に許さないという強い信念の下、学校、教育委員会、市のみならず、保護者をはじ
めとした関係者が連携し、地域社会が一体となり、あらゆる手段を講じていじめを撲滅すべきである。
５　地域コミュニティの強化について
＜提言＞　自治会の経理等の外部委託化などの自治会への支援策、自治会と地域支え合い協議会の役割分担
など、自治会に対する支援のあり方を見直し、地域コミュニティの強化を図るべきである。
６　高齢者が活動しやすい環境整備について
＜提言＞　市民の健康寿命を延ばし、高齢化に伴う財政負担を軽減するため、公園のトイレの整備、道路を
はじめとした公共施設のバリアフリー化を進めるとともに、つるバス・つるワゴンなどの公共交通の充実、
高齢者の交流施設の確保などにより、高齢者の外出を支援すべきである。


